
JP 2017-190588 A 2017.10.19

10

(57)【要約】
【課題】階段構造の全体の幅を変更可能にする。
【解決手段】縮小状態には、主部材２００ｃの踊り場部
材２０２ｃと主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄとが
、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に中
間部材３００ｃを介さずに互いに連結されることにより
縮小状態の踊り場４００ｃが形成されるため、縮小状態
の踊り場４００ｃの幅を拡大状態の幅よりも狭くできる
。踊り場４００ｃへと上昇する階段部材２０１ｃは踊り
場部材２０２ｃと一体化し、踊り場４００ｃへと下降す
る階段部材２０１ｄの下端は踊り場部材２０３ｄと一体
化しているため、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０
３ｄとが中間部材３００ｃを間に介さずに互いに連結さ
れることにより、縮小状態の階段部材２０１ｃから階段
部材２０１ｄまでの幅も拡大状態の幅よりも狭くできる
。これにより、階段構造１００の全体の幅を変更可能と
なる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　踊り場へと上昇する昇り階段部材と、前記昇り階段部材の上端と一体化しつつ、前記踊
り場の一部を形成する第１踊り場部材とを有する第１部材と、
　前記踊り場へと下降する降り階段部材と、前記降り階段部材の下端と一体化しつつ、前
記踊り場の一部を形成する第２踊り場部材とを有する第２部材と、
　前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材との間で、前
記第１踊り場部材及び前記第２踊り場部材と連結されることにより、前記踊り場の一部を
形成する第３部材と、
を備え、
　前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材とは、前記第
１踊り場部材と前記第２踊り場部材との間に前記第３部材を介さずに互いに連結されるこ
とにより、縮小状態の前記踊り場を形成し、
　前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材と前記第３部
材とは、前記第１踊り場部材と前記第２踊り場部材との間に前記第３部材を介して互いに
連結されることにより、前記縮小状態よりも広い拡大状態の前記踊り場を形成する、階段
構造。
【請求項２】
　前記縮小状態の前記踊り場は、仮設の前記踊り場を形成し、
　前記拡大状態の前記踊り場は、本設の前記踊り場を形成する、請求項１に記載の階段構
造。
【請求項３】
　前記第１部材の前記第１踊り場部材は、前記第２部材の前記第２踊り場部材及び前記第
３部材との第１連結面に第１ボルト孔部を含み、
　前記第２部材の前記第２踊り場部材は、前記第１部材の前記第１踊り場部材及び前記第
３部材との第２連結面に第２ボルト孔部を含み、
　前記第３部材は、前記第１部材の前記第１踊り場部材との第３連結面に第３ボルト孔部
を含み、前記第２部材の前記第２踊り場部材との第４連結面に第４ボルト孔部を含み、
　前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材とは、前記第
１ボルト孔部と前記第２ボルト孔部とを通されたボルトにより、前記第１踊り場部材と前
記第２踊り場部材との間に前記第３部材を介さずに互いに連結され、
　前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材と前記第３部
材とは、前記第１ボルト孔部と前記第３ボルト孔部とを通されたボルトにより前記第１踊
り場部材と前記第３部材とが互いに連結され、前記第２ボルト孔部と前記第４ボルト孔部
とを通されたボルトにより前記第２踊り場部材と前記第３部材とが互いに連結されること
により、前記第１踊り場部材と前記第２踊り場部材との間に前記第３部材を介して互いに
連結される、請求項１又は２に記載の階段構造。
【請求項４】
　前記第３部材は、手摺を支持する手摺柱の基部を有する、請求項１～３のいずれか１項
に記載の階段構造。
【請求項５】
　踊り場へと上昇する昇り階段部材と、前記昇り階段部材の上端と一体化しつつ、前記踊
り場の一部を形成する第１踊り場部材とを有する第１部材を前記踊り場を支持する支持構
造に支持させる第１部材支持工程と、
　前記踊り場へと下降する降り階段部材と、前記降り階段部材の下端と一体化しつつ、前
記踊り場の一部を形成する第２踊り場部材とを有する第２部材を前記支持構造に支持させ
る第２部材支持工程と、
　前記第１部材支持工程により支持された前記第１部材の前記第１踊り場部材と、前記第
２部材支持工程により支持された前記第２部材の前記第２踊り場部材とを互いに連結する
ことにより縮小状態の前記踊り場を形成する縮小踊り場形成工程と、
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　前記縮小踊り場形成工程で互いに連結された前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記
第２部材の前記第２踊り場部材とを前記支持構造に支持させつつ、前記第１踊り場部材と
前記第２踊り場部材とを離隔させる離隔工程と、
　前記離隔工程で離隔させられた前記第１部材の前記第１踊り場部材と前記第２部材の前
記第２踊り場部材との間に、前記踊り場の一部を形成する第３部材を前記支持構造に支持
させる第３部材支持工程と、
　前記第３部材支持工程で前記支持構造に支持された前記第３部材を、前記第１部材の前
記第１踊り場部材と前記第２部材の前記第２踊り場部材との間で、前記第１踊り場部材及
び前記第２踊り場部材と連結することにより、前記縮小状態よりも広い拡大状態の前記踊
り場を形成する拡大踊り場形成工程と、を備えた階段構造の構築方法。
【請求項６】
　踊り場へと上昇又は下降する階段部材と、
　前記階段部材の上端又は下端と一体化しつつ、前記踊り場の一部を形成する踊り場部材
と、
を備えた階段構造の主部材であって、
　一対の前記主部材の前記踊り場部材の間で、前記踊り場部材のそれぞれと連結されるこ
とにより、前記踊り場の一部を形成する階段構造の中間部材に対し、
　前記踊り場部材は、
　前記一対の前記主部材の前記踊り場部材の間に前記中間部材を介さずに、前記踊り場部
材のそれぞれが互いに連結されることにより、縮小状態の前記踊り場の一部を形成し、
　前記一対の前記主部材の前記踊り場部材の間に前記中間部材を介して、前記踊り場部材
のそれぞれが前記中間部材と互いに連結されることにより、前記縮小状態よりも広い拡大
状態の前記踊り場の一部を形成する、階段構造の主部材。
【請求項７】
　踊り場の一部を形成する階段構造の中間部材であって、
　前記踊り場へと上昇又は下降する階段部材と、
　前記階段部材の上端又は下端と一体化しつつ、前記踊り場の一部を形成する踊り場部材
と、
を備えた一対の階段構造の主部材に対し、
　一対の前記主部材の前記踊り場部材の間で、前記踊り場部材のそれぞれと連結されるこ
とにより、前記踊り場の一部を形成する、階段構造の中間部材。
【請求項８】
　手摺を支持する手摺柱の基部をさらに備えた、請求項７に記載の階段構造の中間部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、階段構造、階段構造の構築方法、階段構造の主部材及び階段構造の中間部材
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物の建設のための作業に先立って仮設の階段を構築しておくことにより、建物の各階
への連絡を確保して作業に利用し、建物の建設の作業の完了後には当該階段を本設の階段
として利用することが提案されている。例えば、特許文献１には、仮設時に、既設階の踊
り場から中間の踊り場へと上昇する階段部材Ａと、中間の踊り場から次階の踊り場へと上
昇する階段部材Ｂとが、踊り場の中央側に互いに近付くように踊り場のそれぞれに取付け
られる階段構造が開示されている。特許文献１の階段構造では、本設時には、階段部材Ａ
と階段部材Ｂとが、踊り場の中央側から互いに離れるように踊り場のそれぞれに取付けら
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００３‐２９３５３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、建物の建設の作業のために、仮設時の階段構造の全体の幅を本設時の幅より
も狭くしておきたい場合がある。例えば、一般に、外部鉄骨階段と建物の外壁との隙間（
取合い）は小さいため、建物に外部鉄骨階段を取付けてしまうと、シール、水切り、塗装
、パネル、左官補修等の外壁の外装工事ができない。そのため、通常は、外壁の外装工事
が完了した後に外部鉄骨階段を設置しており、外部鉄骨階段の設置の前は各階への連絡が
困難となり作業の効率が低下するため、工期が長くなる問題があった。一方、上記特許文
献１のような技術では、階段部材Ａから階段部材Ｂまでの幅を狭くできるだけであるため
、上記の問題を十分に解決することができず、改善が望まれている。
【０００５】
　そこで本発明は、階段構造の全体の幅を変更可能な階段構造、階段構造の構築方法及び
階段構造の部材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、踊り場へと上昇する昇り階段部材と、昇り階段部材の上端と一体化しつつ、
踊り場の一部を形成する第１踊り場部材とを有する第１部材と、踊り場へと下降する降り
階段部材と、降り階段部材の下端と一体化しつつ、踊り場の一部を形成する第２踊り場部
材とを有する第２部材と、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材との間
で、第１踊り場部材及び第２踊り場部材と連結されることにより、踊り場の一部を形成す
る第３部材とを備え、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材とは、第１
踊り場部材と第２踊り場部材との間に第３部材を介さずに互いに連結されることにより、
縮小状態の踊り場を形成し、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材と第
３部材とは、第１踊り場部材と第２踊り場部材との間に第３部材を介して互いに連結され
ることにより、縮小状態よりも広い拡大状態の踊り場を形成する階段構造である。
【０００７】
　この構成によれば、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材とが、第１
踊り場部材と第２踊り場部材との間に第３部材を介さずに互いに連結されることにより縮
小状態の踊り場が形成されるため、縮小状態の踊り場の幅を拡大状態の踊り場の幅よりも
狭くすることができる。縮小状態の踊り場へと上昇する昇り階段部材の上端は第１踊り場
部材と一体化し、縮小状態の踊り場へと下降する降り階段部材の下端は第２踊り場部材と
一体化しているため、第１踊り場部材と第２踊り場部材とが第３部材を間に介さずに互い
に連結されることにより、縮小状態の昇り階段部材から降り階段部材までの幅も拡大状態
の幅よりも狭くすることができる。これにより、階段構造の全体の幅を変更可能となる。
一方、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材と第３部材とが、第１踊り
場部材と第２踊り場部材との間に第３部材を介して互いに連結されることにより、縮小状
態よりも広い拡大状態の踊り場を形成することができる。
【０００８】
　この場合、縮小状態の踊り場は、仮設の踊り場を形成し、拡大状態の踊り場は、本設の
踊り場を形成することが好適である。
【０００９】
　この構成によれば、仮設時には、階段構造の全体の幅を縮小することができ、本設時に
は、階段構造の全体の幅を拡大することができる。
【００１０】
　この場合、第１部材の第１踊り場部材は、第２部材の第２踊り場部材及び第３部材との
第１連結面に第１ボルト孔部を含み、第２部材の第２踊り場部材は、第１部材の第１踊り
場部材及び第３部材との第２連結面に第２ボルト孔部を含み、第３部材は、第１部材の第
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１踊り場部材との第３連結面に第３ボルト孔部を含み、第２部材の第２踊り場部材との第
４連結面に第４ボルト孔部を含み、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部
材とは、第１ボルト孔部と第２ボルト孔部とを通されたボルトにより、第１踊り場部材と
第２踊り場部材との間に第３部材を介さずに互いに連結され、第１部材の第１踊り場部材
と第２部材の第２踊り場部材と第３部材とは、第１ボルト孔部と第３ボルト孔部とを通さ
れたボルトにより第１踊り場部材と第３部材とが互いに連結され、第２ボルト孔部と第４
ボルト孔部とを通されたボルトにより第２踊り場部材と第３部材とが互いに連結されるこ
とにより、第１踊り場部材と第２踊り場部材との間に第３部材を介して互いに連結される
ことが好適である。
【００１１】
　この構成によれば、拡大状態において、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊
り場部材と第３部材とは、第１踊り場部材の第１ボルト孔部と第３部材の第３ボルト孔部
とを通されたボルトにより第１踊り場部材と第３部材とが互いに連結され、第２踊り場部
材の第２ボルト孔部と第３部材の第４ボルト孔部とを通されたボルトにより第２踊り場部
材と第３部材とが互いに連結されることにより、第１踊り場部材と第２踊り場部材との間
に第３部材を介して互いに連結される。一方、縮小状態においては、第１部材の第１踊り
場部材と第２部材の第２踊り場部材とは、第１踊り場部材の第１ボルト孔部と第２踊り場
部材の第２ボルト孔部とを通されたボルトにより、第１踊り場部材と第２踊り場部材との
間に第３部材を介さずに互いに連結される。つまり、拡大状態時に利用される第１踊り場
部材の第１ボルト孔部と第２踊り場部材の第２ボルト孔部とを縮小状態時にも利用するこ
とにより、部材同士の連結のための構成を単純にすることができる。
【００１２】
　また、第３部材は、手摺を支持する手摺柱の基部を有することが好適である。
【００１３】
　この構成によれば、縮小状態には用いられない第３部材に手摺を支持する手摺柱の基部
が有るため、縮小状態に手摺柱の基部が、第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊
り場部材との連結や、第１部材の昇り階段部材と第２部材の降り階段部材との近接又は密
着の障害となることを防止することができる。
【００１４】
　また、本発明は、踊り場へと上昇する昇り階段部材と、昇り階段部材の上端と一体化し
つつ、踊り場の一部を形成する第１踊り場部材とを有する第１部材を踊り場を支持する支
持構造に支持させる第１部材支持工程と、踊り場へと下降する降り階段部材と、降り階段
部材の下端と一体化しつつ、踊り場の一部を形成する第２踊り場部材とを有する第２部材
を支持構造に支持させる第２部材支持工程と、第１部材支持工程により支持された第１部
材の第１踊り場部材と、第２部材支持工程により支持された第２部材の第２踊り場部材と
を互いに連結することにより縮小状態の踊り場を形成する縮小踊り場形成工程と、縮小踊
り場形成工程で互いに連結された第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材
とを支持構造に支持させつつ、第１踊り場部材と第２踊り場部材とを離隔させる離隔工程
と、離隔工程で離隔させられた第１部材の第１踊り場部材と第２部材の第２踊り場部材と
の間に、踊り場の一部を形成する第３部材を支持構造に支持させる第３部材支持工程と、
第３部材支持工程で支持構造に支持された第３部材を、第１部材の第１踊り場部材と第２
部材の第２踊り場部材との間で、第１踊り場部材及び第２踊り場部材と連結することによ
り、縮小状態よりも広い拡大状態の踊り場を形成する拡大踊り場形成工程とを備えた階段
構造の構築方法である。
【００１５】
　また、本発明は、踊り場へと上昇又は下降する階段部材と、階段部材の上端又は下端と
一体化しつつ、踊り場の一部を形成する踊り場部材とを備えた階段構造の主部材であって
、一対の主部材の踊り場部材の間で、踊り場部材のそれぞれと連結されることにより、踊
り場の一部を形成する階段構造の中間部材に対し、踊り場部材は、一対の主部材の踊り場
部材の間に中間部材を介さずに、踊り場部材のそれぞれが互いに連結されることにより、
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縮小状態の踊り場の一部を形成し、一対の主部材の踊り場部材の間に中間部材を介して、
踊り場部材のそれぞれが中間部材と互いに連結されることにより、縮小状態よりも広い拡
大状態の踊り場の一部を形成する階段構造の主部材である。
【００１６】
　また、本発明は、踊り場の一部を形成する階段構造の中間部材であって、踊り場へと上
昇又は下降する階段部材と、階段部材の上端又は下端と一体化しつつ、踊り場の一部を形
成する踊り場部材とを備えた一対の階段構造の主部材に対し、一対の主部材の踊り場部材
の間で、踊り場部材のそれぞれと連結されることにより、踊り場の一部を形成する階段構
造の中間部材である。
【００１７】
　この場合、手摺を支持する手摺柱の基部をさらに備えていることが好適である。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の階段構造、階段構造の構築方法、階段構造の主部材及び階段構造の中間部材に
よれば、階段構造の全体の幅を変更可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施形態に係る本設の階段構造を示す側面図である。
【図２】実施形態に係る本設の階段構造を示す平面図である。
【図３】実施形態に係る本設の踊り場を示す斜視図である。
【図４】実施形態に係る第１部材として機能する主部材を示す平面図である。
【図５】実施形態に係る第１部材として機能する主部材を示す側面図である。
【図６】実施形態に係る第２部材として機能する主部材を示す平面図である。
【図７】実施形態に係る第２部材として機能する主部材を示す側面図である。
【図８】実施形態に係る第３部材として機能する中間部材を示す平面図である。
【図９】（Ａ）及び（Ｂ）は、実施形態に係る第３部材として機能する中間部材を示す側
面図である。
【図１０】本設の踊り場の部材同士の連結を示す平面図である。
【図１１】本設の踊り場の中間部材の基部に取付けられた手摺柱を示す斜視図である。
【図１２】実施形態に係る仮設の階段構造を示す平面図である。
【図１３】実施形態に係る仮設の踊り場を示す斜視図である。
【図１４】仮設の踊り場の部材同士の連結を示す平面図である。
【図１５】離隔工程において踊り場部材同士を互いに離隔させた状態を示す平面図である
。
【図１６】（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）は、実施形態の階段構造の他の態様を示す斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態に係る階段構造、階段構造の構築方法、階段構造の第１部材、
階段構造の第２部材及び階段構造の第３部材について、図面を用いて詳細に説明する。
【００２１】
　図１に示すように、本実施形態の階段構造１００は、建物が建設された後に、拡大状態
の本設の外部鉄骨階段として機能する。また、階段構造１００は、建設される建物の外壁
１３のシール、水切り、塗装、パネル、左官補修等の外装工事に先立って、拡大状態より
も狭い縮小状態の仮設の外部鉄骨階段として構築され、建物の各階への連絡を確保しつつ
、建物の建設の各種の作業のために利用される。
【００２２】
　階段構造１００は、主部材２００ａ～２００ｆを備える。主部材２００ａ及び主部材２
００ｂは、踊り場４００ａを形成する。主部材２００ｂ及び主部材２００ｃは、踊り場４
００ｂを形成する。主部材２００ｃ及び主部材２００ｄは、踊り場４００ｃを形成する。
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主部材２００ｄ及び主部材２００ｅは、踊り場４００ｄを形成する。主部材２００ｅ及び
主部材２００ｆは、踊り場４００ｅを形成する。
【００２３】
　主部材２００ａは、地盤面１０から踊り場４００ａへと上昇する階段部材２０１ａを有
する。主部材２００ｂは、踊り場４００ａから踊り場４００ｂへと上昇する階段部材２０
１ｂを有する。主部材２００ｃは、踊り場４００ｂから踊り場４００ｃへと上昇する階段
部材２０１ｃを有する。主部材２００ｄは、踊り場４００ｃから踊り場４００ｄへと上昇
する階段部材２０１ｄを有する。主部材２００ｅは、踊り場４００ｄから踊り場４００ｅ
へと上昇する階段部材２０１ｅを有する。主部材２００ｆは、踊り場４００ｅから上昇す
る階段部材２０１ｆを備えている。
【００２４】
　階段構造１００は、踊り場４００ａ～４００ｅで右側に１８０度方向を変えて上昇する
折返し階段（屈折階段）を形成する。階段構造１００は、階段部材２０１ａ～２０１ｆの
上昇する方向から視て右側に、手摺柱５０１，５０２により支持された本設の手摺５００
を備えている。なお、現実の階段構造１００は、階段部材２０１ａ～２０１ｆの上昇する
方向から視て左側にも手摺を備え、踊り場４００ａ～４００ｅの外周にも手摺を備えてい
るが、これらの手摺については、以下、説明を省略する。
【００２５】
　地盤面１０に設置された支持柱１１及び支持柱１１により支持される支持桁１２は、階
段構造１００の仮設（縮小状態）及び本設（拡大状態）の踊り場４００ａ～４００ｅを支
持する支持構造として機能する。外壁１３には、地盤面１０から出入りが可能な出入口１
４と、踊り場４００ｄから出入りが可能な出入口１５とが形成されている。
【００２６】
　以下の説明では、代表的な例として、踊り場４００ｃを中心に説明する。図２に示すよ
うに、階段構造１００は、第１部材として機能する主部材２００ｃと、第２部材として機
能する主部材２００ｄと、第３部材として機能する中間部材３００ｃとを備えている。
【００２７】
　図２及び図３に示すように、第１部材である主部材２００ｃは、仮設及び本設の踊り場
４００ｃへと上昇する昇り階段部材である階段部材２０１ｃと、階段部材２０１ｃの上端
と一体化しつつ仮設及び本設の踊り場４００ｃの一部を形成する第１踊り場部材である踊
り場部材２０２ｃとを有する。
【００２８】
　第２部材である主部材２００ｄは、仮設及び本設の踊り場４００ｃへと下降する降り階
段部材である階段部材２０１ｄと、階段部材２０１ｄの下端と一体化しつつ仮設及び本設
の踊り場４００ｃの一部を形成する第２踊り場部材である踊り場部材２０３ｄとを有する
。
【００２９】
　第３部材として機能する中間部材３００ｃは、主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃと
主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄとの間で、踊り場部材２０２ｃ及び踊り場部材２０
３ｄのそれぞれと連結されることにより、本設の踊り場４００ｃの一部を形成する。
【００３０】
　主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃと、主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄと、中
間部材３００ｃとは、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に中間部材３００
ｃを介して互いに連結されることにより、本設の踊り場４００ｃを形成する。また、後述
するように、主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃと、主部材２００ｄの踊り場部材２０
３ｄとは、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に中間部材３００ｃを介さず
に互いに連結されることにより、仮設の踊り場４００ｃを形成する。
【００３１】
　なお、主部材２００ｃの階段部材２０１ｃは、仮設及び本設の踊り場４００ｂへと下降
する降り階段部材としても機能する。また、主部材２００ｃは、階段部材２０１ｃの下端
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と一体化しつつ仮設及び本設の踊り場４００ｂの一部を形成する第２踊り場部材として機
能する踊り場部材２０３ｃをも有する。つまり、主部材２００ｃは、第２部材としても機
能する。また、主部材２００ａ以外の主部材２００ｂ，２００ｄ～２００ｆも、主部材２
００ｃと同様に第１部材としても第２部材としても機能する。一方、地盤面１０から踊り
場４００ａへと上昇する階段部材２０１ａを有する主部材２００ａは、第１部材としての
み機能する。
【００３２】
　図３に示すように、本設の手摺５００を支持する手摺柱５０１は、一対の柱部材５０１
ｘ，５００ｙを含む。手摺柱５０１の柱部材５０１ｘ，５００ｙは、中間部材３００ｃの
基部３０３ｃに取付けられている。本設の手摺５００を支持する手摺柱５０２は、後述す
るように、階段部材２０１ａ，２０１ｂ，２０１ｃ，２０１ｄ，２０１ｅ，２０１ｆの基
部に取付けられている。図２に示すように、本設時の主部材２００ｃと外壁１３との間の
隙間ｇは、外壁１３のシール、水切り、塗装、パネル、左官補修等の外装工事が困難なほ
どの大きさである。
【００３３】
　以下、階段構造１００の各部材の詳細について説明する。まず、第１部材として機能す
る主部材２００ｃについて説明する。図２、図３、図４及び図５に示すように、段板（踏
み板）である階段部材２０１ｃは、主部材２００ｄの階段部材２０１ｄから遠い側（階段
部材２０１ｃの上昇する方向から視て左側）の側桁２０４ｃと、主部材２００ｄの階段部
材２０１ｄから近い側（階段部材２０１ｃの上昇する方向から視て右側）の側桁２０７ｃ
とによって支持されている。側桁２０４ｃは、踊り場部材２０２ｃの外枠板２０５ｃ及び
踊り場部材２０３ｃの外枠板２０６ｃと一体化している。
【００３４】
　なお、階段部材２０１ｃは、本実施形態のような蹴込み板を備えていない透し階段では
なく、蹴込み板を備えていてもよい。また、側桁２０４ｃ，２０７ｃは、段板である階段
部材２０１ｃを段差が付けられた板材の端部で支持するささら桁でもよい。
【００３５】
　踊り場部材２０２ｃの支持桁１２の上方の床板２０８ｃと、踊り場部材２０３ｃの支持
桁１２の上方の床板２０９ｃとは、支持桁１２との連結の際の便宜のために着脱自在とさ
れている。外枠板２０５ｃ，２０６ｃは、床板２０８ｄ，２０９ｄに沿った形状を有する
。図４に示すように、主部材２００ｃは、踊り場部材２０２ｃの床板２０８ｃの下方に支
持桁１２との連結のためのボルト孔部を含む固定具２１０ｃを有し、踊り場部材２０２ｄ
の床板２０９ｃの下方に支持桁１２との連結のためのボルト孔部を含む固定具２１１ｃを
有している。
【００３６】
　図５に示すように、第１部材の第１踊り場部材である踊り場部材２０２ｃは、本設時に
第３部材である中間部材３００ｃとの第１連結面であり、後述する仮設時に第２部材の第
２踊り場部材である踊り場部材２０３ｄとの第１連結面である連結面２１２ｃに第１ボル
ト孔部であるボルト孔部２１４ｃ及びボルト孔部２１５ｃを含む。また、第２部材の第２
踊り場部材として機能する踊り場部材２０３ｃは、本設時に第３部材である中間部材３０
０ｂとの第２連結面であり、後述する仮設時に第１部材の第１踊り場部材である踊り場部
材２０２ｂとの第２連結面である連結面２１３ｃに第２ボルト孔部であるボルト孔部２１
６ｃ及びボルト孔部２１７ｃを含む。
【００３７】
　主部材２００ｃは、手摺５００を支持する手摺柱５０２の基部２１８ｃを有する。手摺
柱５０２は、基部２１８ｃに取付けられている。
【００３８】
　次に、第２部材として機能する主部材２００ｄについて説明する。図６及び図７に示す
ように、主部材２００ｄの階段部材２０１ｄは、仮設及び本設の踊り場４００ｄへと上昇
する昇り階段部材としても機能する。また、主部材２００ｄは、階段部材２０１ｄの上端
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と一体化しつつ仮設及び本設の踊り場４００ｄの一部を形成する第１踊り場部材として機
能する踊り場部材２０２ｄをも有する。つまり、主部材２００ｄは、第１部材としても機
能する。
【００３９】
　図２、図３、図６及び図７に示すように、主部材２００ｃの階段部材２０１ｃと同様に
、階段部材２０１ｄは、側桁２０４ｄ及び側桁２０７ｄによって支持されている。側桁２
０４ｄは、踊り場部材２０２ｄの外枠板２０５ｄ及び踊り場部材２０３ｄの外枠板２０６
ｄと一体化している。
【００４０】
　踊り場部材２０２ｄの支持桁１２の上方の床板２０８ｄと、踊り場部材２０３ｄの支持
桁１２の上方の床板２０９ｄとは、支持桁１２との連結の際の便宜のために着脱自在とさ
れている。床板２０８ｄ，２０９ｄは、主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃの床板２０
８ｃ，２０９ｃに比べて外壁１３に垂直な方向の長さが長く、外枠板２０５ｄ，２０６ｄ
は、床板２０８ｄ，２０９ｄに沿った形状を有する。図６に示すように、主部材２００ｄ
は、踊り場部材２０２ｄの床板２０８ｄの下方に支持桁１２との連結のためのボルト孔部
を含む固定具２１０ｄを有し、踊り場部材２０３ｄの床板２０９ｄの下方に支持桁１２と
の連結のためのボルト孔部を含む固定具２１１ｄを有している。
【００４１】
　図７に示すように、第２部材の第２踊り場部材である踊り場部材２０３ｄは、本設時に
第３部材である中間部材３００ｃとの第２連結面であり、後述する仮設時に第１部材の第
１踊り場部材である踊り場部材２０２ｃとの第２連結面である連結面２１３ｄに第２ボル
ト孔部であるボルト孔部２１６ｄ及びボルト孔部２１７ｄを含む。また、第１部材の第１
踊り場部材として機能する踊り場部材２０２ｄは、本設時に中間部材３００ｂ，３００ｃ
と同様の第３部材との第１連結面であり、後述する仮設時に踊り場部材２０３ｃ，２０３
ｄと同様の第２部材の第２踊り場部材との第１連結面である連結面２１２ｄに第１ボルト
孔部であるボルト孔部２１４ｄ及びボルト孔部２１５ｄを含む。
【００４２】
　主部材２００ｄは、手摺５００を支持する手摺柱５０２の基部２１８ｄを有する。手摺
柱５０２は、基部２１８ｄに取付けられている。
【００４３】
　次に、第３部材として機能する中間部材３００ｃについて説明する。図２、図３、図８
及び図９に示すように、中間部材３００ｃは、本設の踊り場４００ｃの一部を形成する。
中間部材３００ｃは、踊り場部材２０２ｃの外枠板２０５ｃと、踊り場部材２０３ｄの外
枠板２０６ｄとの間に挟まれる外枠板３０１ｃを有する。また、中間部材３００ｃは、階
段部材２０１ｃの側桁２０７ｃと、階段部材２０１ｄの側桁２０７ｄとの間に挟まれる外
枠板３０２ｃを有する。中間部材３００ｃは、重機を用いずに人力での搬送、取付け及び
取外しが可能な重量を有する。
【００４４】
　図８及び図９（Ａ）に示すように、中間部材３００ｃは、第１部材の第１踊り場部材で
ある踊り場部材２０２ｃとの第３連結面である連結面３０４ｃに第３ボルト孔部であるボ
ルト孔部３０６ｃ及びボルト孔部３０７ｃを含む。また、図８及び図９（Ｂ）に示すよう
に、中間部材３００ｃは、第２部材の第２踊り場部材である踊り場部材２０３ｄとの第４
連結面である連結面３０５ｃに第４ボルト孔部であるボルト孔部３０８ｃ及びボルト孔部
３０９ｃを含む。
【００４５】
　中間部材３００ｃは、外枠板３０２ｃに本設の手摺５００を支持する手摺柱５０１の基
部３０３ｃを有する。基部３０３ｃは、ボルト孔部３１０ｃを含む。
【００４６】
　図２に示す主部材２００ｂは、階段部材２０１ｄ、踊り場部材２０２ｄ、側桁２０４ｄ
、外枠板２０５ｄ及び床板２０８ｄと同様の階段部材２０１ｂ、踊り場部材２０２ｂ、側
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桁２０４ｂ、外枠板２０５ｂ及び床板２０８ｂを有する他、主部材２００ｄと同じ構造を
有する。主部材２００ｃと主部材２００ｅとは、同じ構造を有する。主部材２００ｂと主
部材２００ｄと主部材２００ｆとは、同じ構造を有する。
【００４７】
　主部材２００ｃ，２００ｅと、主部材２００ｂ，２００ｄ，２００ｆとは、床板２０８
ｃ，２０９ｃ及び外枠板２０５ｃ，２０６ｃと、床板２０８ｄ，２０９ｄ及び外枠板２０
５ｄ，２０６ｄとの形状が相違する点以外は同じ構造を有する。主部材２００ｃ，２００
ｅと、主部材２００ａとは、主部材２００ａが階段部材２０１ａの下端と一体化しつつ、
仮設及び本設の踊り場の一部を形成する第２踊り場部材を有しておらず、階段部材２０１
ａの下端が地盤面１０に接している以外は、同じ構造を有する。
【００４８】
　図２に示す中間部材３００ｂは、外枠板３０１ｃと同様の外枠板３０１ｂを有する他、
中間部材３００ｃと同じ構造を有する。階段構造１００は、踊り場４００ａ，４００ｄ，
４００ｅにも、中間部材３００ｂ，３００ｃと同様の第３部材を備える。
【００４９】
　以下、階段構造１００の各部材の連結について説明する。図１０に示すように、主部材
２００ｃの踊り場部材２０２ｃは、固定具２１０ｃのボルト孔部と支持桁１２のボルト孔
部とを通されたボルト６０２により、支持桁１２の上面に連結される。主部材２００ｄの
踊り場部材２０３ｄは、固定具２１１ｄのボルト孔部と支持桁１２のボルト孔部とを通さ
れたボルト６０２により、支持桁１２の上面に連結される。
【００５０】
　ボルト孔部２１４ｃとボルト孔部３０６ｃとを通されたボルト６０１と、ボルト孔部２
１５ｃとボルト孔部３０７ｃとを通されたボルト６０１とにより、踊り場部材２０２ｃと
中間部材３００ｃとが互いに連結される。また、ボルト孔部２１６ｄとボルト孔部３０８
ｃとを通されたボルト６０１と、ボルト孔部２１７ｄとボルト孔部３０９ｃとを通された
ボルト６０１とにより、踊り場部材２０３ｄと中間部材３００ｃとが互いに連結される。
以上により、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄと中間部材３００ｃとは、踊り場
部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に中間部材３００ｃを介して互いに連結される
。
【００５１】
　図１１に示すように、本設の手摺５００を支持する手摺柱５０１の柱部材５０１ｘ，５
０１ｙは、柱部材５０１ｘと柱部材５０１ｙとの間に中間部材３００ｃの基部３０３が挟
み込まれた状態で、基部３０３ｃのボルト孔部３１０ｃと柱部材５０１ｘ，５０１ｙのボ
ルト孔部とを通されたボルト６０３により、基部３０３ｃに取付けられている。
【００５２】
　以下、本実施形態の階段構造１００の構築方法について説明する。建設される建物の外
壁１３のシール、水切り、塗装、パネル、左官補修等の外装工事に先立って、建物の各階
への連絡を確保しつつ、建物の建設の各種の作業に利用するために、階段構造１００は、
縮小状態である仮設の外部鉄骨階段として構築される。
【００５３】
　図１２及び図１３に示すように、仮設及び本設の踊り場４００ｃへと上昇する階段部材
２０１ｃと、階段部材２０１ｃの上端と一体化しつつ仮設及び本設の踊り場４００ｃの一
部を形成する踊り場部材２０２ｃとを有する主部材２００ｃ等を支持桁１２に支持させる
第１部材支持工程が行われる。また、仮設及び本設の踊り場４００ｃへと下降する階段部
材２０１ｄと、階段部材２０１ｄの下端と一体化しつつ、仮設及び本設の踊り場４００ｃ
の一部を形成する踊り場部材２０３ｄとを有する主部材２００ｄ等を支持桁１２に支持さ
せる第２部材支持工程が行われる。
【００５４】
　第１部材支持工程と第２部材支持工程とは、いずれが先に行われてもよく、同時に行わ
れてもよい。本実施形態では、図１４に示すように、外壁１３から遠い側の主部材２００
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ｂ，２００ｄ，２００ｆが、踊り場部材２０３ｄの固定具２１１ｄ等のボルト孔部と支持
桁１２のボルト孔部とを通されたボルト６０２により、支持桁１２の上面と連結される。
次に、外壁１３から近い側の主部材２００ａ，２００ｃ，２００ｅが、支持桁１２の上面
に配置される。
【００５５】
　図１２、図１３及び図１４に示すように、第１部材支持工程により支持された踊り場部
材２０２ｃ等と、第２部材支持工程により支持された踊り場部材２０３ｄ等とを互いに連
結することにより縮小状態である仮設の踊り場４００ｃ等を形成する縮小踊り場形成工程
が行われる。縮小踊り場形成工程では、踊り場部材２０２ｃ等と踊り場部材２０３ｄ等と
は、ボルト孔部２１４ｃ等とボルト孔部２１６ｄ等とを通されたボルト６０１と、ボルト
孔部２１５ｃ等とボルト孔部２１７ｄ等とを通されたボルト６０１とにより、互いに連結
される。
【００５６】
　本実施形態では、外壁１３から遠い側の主部材２００ｂ，２００ｄ，２００ｆのみがボ
ルト６０２により支持桁１２の上面と連結され、外壁１３から近い側の主部材２００ａ，
２００ｃ，２００ｅは、固定具２１０ｃ等のボルト孔部の位置と支持桁１２のボルト孔部
の位置とが一致しなくなるため、支持桁１２の上面とはボルト６０２により連結されてい
ない。しかし、主部材２００ａ，２００ｃ，２００ｅは、ボルト６０２により支持桁１２
の上面に連結された主部材２００ｂ，２００ｄ，２００ｆに連結されるため、主部材２０
０ａ，２００ｃ，２００ｅの位置のずれは生じない。
【００５７】
　なお、必要に応じて、支持桁１２に縮小踊り場形成工程のためのボルト孔部を設けてお
き、縮小踊り場形成工程においても、主部材２００ａ，２００ｃ，２００ｅが、固定具２
１０ｃ等のボルト孔部と支持桁１２のボルト孔部とを通されたボルト６０２により、支持
桁１２の上面に連結されてもよい。
【００５８】
　図１４に示すように、踊り場部材２０２ｃの連結面２１２ｃ等と踊り場部材２０３ｄの
連結面２１３ｄ等とは密接しつつ連結される。また、図１２に示すように、階段部材２０
１ｃの側桁２０７ｃ等と階段部材２０１ｄの側桁２０７ｄ等とは、踊り場４００ｃ側の端
部において密接しつつ連結される。
【００５９】
　本実施形態では、拡大状態である本設の手摺５００の踊り場４００ｃ側の端部を支持す
る手摺柱５０１の基部３０３ｃは、縮小状態である仮設時には用いられない中間部材３０
０ｃにあるため、基部３０３ｃは、階段部材２０１ｃと階段部材２０１ｄとが密接するこ
との障害とはならない。また、側桁２０７ｃの基部２１８ｃと側桁２０７ｄの基部２１８
ｄとは、図１２の平面視においては互いに接触するように見えるが、図１に示すように上
下方向に位置が離隔しているため、基部２１８ｃ，２１８ｄは、階段部材２０１ｃと階段
部材２０１ｄとが密接することの障害とはならない。階段部材２０１ｂの側桁２０７ｂの
基部２１８ｂ等の階段部材２０１ａ，２０１ｂ，２０１ｅ，２０１ｆについても同様であ
る。
【００６０】
　なお、拡大状態である本設の手摺５００の踊り場４００ｃ側の端部を支持する手摺柱５
０１の基部は、例えば、側桁２０７ｃ，２０７ｄの上端又は内側（階段部材２０１ｃ，２
０１ｄの側）に配置することにより、手摺柱５０１の基部が階段部材２０１ｃと階段部材
２０１ｄとが密接することの障害にならないようにしてもよい。
【００６１】
　図１２に示すように、縮小踊り場形成工程による縮小状態である仮設時の主部材２００
ｃと外壁１３との間の隙間Ｇは、中間部材３００ｃの外壁１３に垂直な方向に沿った幅Ｄ
だけ本設時の隙間ｇよりも拡がる。このため、仮設時においては、外壁１３のシール、塗
装、水切り、パネル、左官補修等の外装工事を十分に行うことができる。なお、仮設時に
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おいても、側桁２０７ｃ，２０７ｄ等に着脱可能な部材を用いて、階段部材２０１ａ～２
０１ｆの上昇する方向から視て右側に仮設の手摺が設置されてもよい。縮小踊り場形成工
程による仮設時の階段構造１００は、外壁１３のシール、水切り、塗装、パネル、左官補
修等の外装工事が終了する前においても、建物の各階への連絡を確保しつつ、建物の建設
の各種の作業に利用することができる。
【００６２】
　外壁１３のシール、水切り、塗装、パネル、左官補修等の外装工事の終了時以降におい
て、図１５に示すように、踊り場部材２０２ｃ等と踊り場部材２０３ｄ等とを連結してい
たボルト６０１が取り外され、縮小踊り場形成工程で互いに連結された踊り場部材２０２
ｃ等と踊り場部材２０３ｄ等とを支持桁１２に支持させつつ、踊り場部材２０２ｃ等と踊
り場部材２０３ｄ等とを離隔させる離隔工程が行われる。本実施形態では、踊り場部材２
０２ｃ等と踊り場部材２０３ｄ等との連結を解除した後に、踊り場部材２０２ｃ等を支持
桁１２の上面に沿って外壁１３の側に摺動させることにより、外壁１３から近い側の主部
材２００ａ，２００ｃ，２００ｅを外壁１３の側に移動させる。
【００６３】
　次に、図２及び図３に示すように、離隔工程で離隔させられた踊り場部材２０２ｃ等と
踊り場部材２０３ｄ等との間に、拡大状態である本設の踊り場４００ｃ等の一部を形成す
る中間部材３００ｃ等を支持桁１２に支持させる第３部材支持工程が行われる。図１０に
示すように、第３部材支持工程で支持桁１２に支持された中間部材３００ｃ等を、踊り場
部材２０２ｃ等と踊り場部材２０３ｄ等との間で、踊り場部材２０２ｃ等と踊り場部材２
０３ｄ等と連結することにより、拡大状態である本設の踊り場４００ｃ等を形成する拡大
踊り場形成工程が行われる。
【００６４】
　拡大踊り場形成工程では、ボルト孔部２１４ｃとボルト孔部３０６ｃとを通されたボル
ト６０１と、ボルト孔部２１５ｃとボルト孔部３０７ｃとを通されたボルト６０１とによ
り、踊り場部材２０２ｃと中間部材３００ｃとが互いに連結される。また、ボルト孔部２
１６ｄとボルト孔部３０８ｃとを通されたボルト６０１と、ボルト孔部２１７ｄとボルト
孔部３０９ｃとを通されたボルト６０１とにより、踊り場部材２０３ｄと中間部材３００
ｃとが互いに連結される。また、拡大踊り場形成工程では、踊り場部材２０２ｃは、固定
具２１０ｃのボルト孔部と支持桁１２のボルト孔部とを通されたボルト６０２により、支
持桁１２の上面に連結される。
【００６５】
　図１１に示すように、拡大踊り場形成工程で踊り場部材２０２ｃ及び踊り場部材２０３
ｄと連結された中間部材３００ｃの手摺柱５０１の基部３０３ｃに手摺柱５０１及び本設
の手摺５００を取付ける手摺取付け工程が行われる。手摺取付け工程では、階段部材２０
１ｃ，２０１ｄ等の基部２１８ｃ，２１８ｄ等にも手摺５００を支持する手摺柱５０２が
取り付けられる。踊り場４００ａ，４００ｂ，４００ｄ，４００ｅにおいても同様の拡大
踊り場形成工程が行われる。
【００６６】
　本実施形態によれば、縮小状態である仮設時には、主部材２００ｃの踊り場部材２０２
ｃと主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄとが、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３
ｄとの間に中間部材３００ｃを介さずに互いに連結されることにより仮設の踊り場４００
ｃが形成されるため、仮設時の踊り場４００ｃの幅を本設時の幅よりも狭くすることがで
きる。仮設の踊り場４００ｃへと上昇する階段部材２０１ｃの上端は踊り場部材２０２ｃ
と一体化し、仮設の踊り場４００ｃへと下降する階段部材２０１ｄの下端は踊り場部材２
０３ｄと一体化しているため、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとが中間部材３
００ｃを間に介さずに互いに連結されることにより、仮設時の階段部材２０１ｃから階段
部材２０１ｄまでの幅も本設時の幅よりも狭くすることができる。これにより、階段構造
１００の全体の幅を変更可能となる。一方、拡大状態である本設時には、主部材２００ｃ
の踊り場部材２０２ｃと主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄと中間部材３００ｃとが、
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踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に中間部材３００ｃを介して互いに連結
されることにより、仮設の踊り場４００ｃよりも幅が広い本設の踊り場４００ｃを形成す
ることができる。
【００６７】
　鉄骨建方をするとき、ボルトや工具を持って鉄骨の上に上がるための昇降設備が必要で
ある。そのため、本設の昇降設備のある部分から鉄骨建方をするのが一般的である。建物
によるが、外部階段を屋上専用とし、内部階段を内部専用として使い分けをしている場合
が多く、この場合は内部階段では屋上に上がることができない。しかし、本実施形態では
、鉄骨建方の開始時から屋上まで上がれる外部階段を構築することができる利点がある。
これにより、鉄骨建方の開始時から建物の各階への連絡を確保して作業に利用して作業効
率を高め、工期を短縮することができる。
【００６８】
　また、本実施形態では、仮設時の階段構造１００の全体の幅を本設時の幅よりも狭くで
きるために仮設の外部鉄骨階段を構築した際の工事の自由度が高めることができる。つま
り、本実施形態では、外部鉄骨階段の部材が外壁１３を貫通している部分のシール、水切
り等の施工のためのスペースが確保でき、施工性も向上し、且つ工程の制限もなくなる利
点がある。また、本実施形態では、拡大踊り場形成工程において、階段部材２０１ｃと共
に踊り場部材２０２ｃも移動することで、支持桁１２の上面で踊り場部材２０２ｃを摺動
させることで外壁１３と階段構造１００との隙間ｇの変更が完了し、本設の外部鉄骨階段
を構築した後にコンクリートを打つ工事や、仕上げをする工事の必要がない。
【００６９】
　また、本実施形態では、仮設の外部鉄骨階段を構築した際の工事の自由度が高く、本設
の外部鉄骨階段を構築した後の工事をほぼ無くすことができるため、例えば、外壁１３の
シール、水切り、塗装、パネル、左官補修等の外装工事等を無理に外部鉄骨階段の構築に
先行させる必要がなくなり、建物の工事の工程の自由度も高まる。工程の制限がなくなる
ため、外壁１３の施工後に雨漏り等の確認及び検証を行う期間を十分にとることができる
。
【００７０】
　また、本実施形態では、拡大踊り場形成工程において、階段部材２０１ｃと共に踊り場
部材２０２ｃも移動することで、階段から建物の内部に入る建具の周辺において、建具取
付け、シール、塗装、クリーニング等の工事も施工性が良くなり、工程の制限がなくなる
。さらに、第３部材支持工程及び拡大踊り場形成工程において、踊り場４００ｃの中間部
材３００ｃは、人力での搬送、取付けが可能であるため、重機を使用しなくともよい。
【００７１】
　また、本実施形態では、拡大状態である本設時において、主部材２００ｃの踊り場部材
２０２ｃと主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄと中間部材３００ｃとは、踊り場部材２
０２ｃのボルト孔部２１４ｃ，２１５ｃと中間部材３００ｃのボルト孔部３０６ｃ，３０
７ｃとを通されたボルト６０１により踊り場部材２０２ｃと中間部材３００ｃとが互いに
連結され、踊り場部材２０３ｄのボルト孔部２１６ｄ，２１７ｄと中間部材３００ｃのボ
ルト孔部３０８ｃ，３０９ｃとを通されたボルト６０１により踊り場部材２０３ｄと中間
部材３００ｃとが互いに連結されることにより、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３
ｄとの間に中間部材３００ｃを介して互いに連結される。一方、縮小状態である仮設時に
おいては、主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃと主部材２００ｄの踊り場部材２０３ｄ
とは、踊り場部材２０２ｃのボルト孔部２１４ｃ，２１５ｃと踊り場部材２０３ｄのボル
ト孔部２１６ｄ，２１７ｄとを通されたボルト６０１により、踊り場部材２０２ｃと踊り
場部材２０３ｄとの間に中間部材３００ｃを介さずに互いに連結される。つまり、拡大状
態である本設時に利用される踊り場部材２０２ｃのボルト孔部２１４ｃ，２１５ｃと踊り
場部材２０３ｄのボルト孔部２１６ｄ，２１７ｄとを縮小状態である仮設時にも利用する
ことにより、部材同士の連結のための構成を単純にすることができる。
【００７２】
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　また、本実施形態では、本設時に利用するボルト孔部２１４ｃ，２１５ｃ及びボルト孔
部２１６ｄ，２１７ｄとボルト６０１を使って仮設時に仮固定をしているため、仮設時に
既存の仮設部材等で挟むような方法よりも、確実に部材を固定することができる。
【００７３】
　また、本実施形態では、縮小状態である仮設時には用いられない中間部材３００ｃに拡
大状態である本設の手摺５００を支持する手摺柱５０１の基部３０３ｃが有るため、仮設
時に手摺柱５０１の基部３０３ｃが、主部材２００ｃの踊り場部材２０２ｃと主部材２０
０ｄの踊り場部材２０３ｄとの連結や、主部材２００ｃの階段部材２０１ｃと主部材２０
０ｄの階段部材２０１ｄとの近接又は密着の障害となることを防止することができる。
【００７４】
　つまり、一般の折返し鉄骨階段では、手摺を支持する手摺柱の基部が鉄骨階段の側桁に
ついている。しかし、仮設時に階段部材同士を近接又は密着させようとすると、当該基部
が側桁に当たるため、階段部材同士の近接又は密着の障害となる。そこで、本実施形態で
は、拡大状態である本設時に設置する中間部材３００ｃに基部３０３ｃを配置し、その他
の基部２１８ｃ，２１８ｄは側桁２０７ｃ，２０７ｄに当たらない位置に配置することに
より、階段部材２０１ｃ，２０１ｄ同士を互いに寄せて仮固定することを可能にした。
【００７５】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されること
なく様々な形態で実施される。例えば、図１６（Ａ）に示すように、上記実施形態と同様
の主部材２００ｃ’、中間部材３００ｃ’及び主部材２００ｄ’の組合せ同士を互いに絡
み合うように近接させて配置してもよい。また、図１６（Ｂ）に示すように、上記実施形
態と同様の主部材２００ｃ’’、中間部材３００ｃ’’及び主部材２００ｄ’’により、
階段部材２０１ｃ’’と階段部材２０１ｄ’’とで同じ方向に上昇する直階段を形成して
もよい。また、図１６（Ｃ）に示すように、上記実施形態と同様の主部材２００ｃ’’’
、中間部材３００ｃ’’’及び主部材２００ｄ’’’により、踊り場４００ｃ’’’で９
０度方向を変えて上昇するかね折れ階段を形成してもよい。
【００７６】
　また、上記実施形態では、仮設時に縮小状態とし、本設時に拡大状態とする態様を中心
に説明したが、例えば、仮設時に、適宜、拡大状態とし、本設時に、適宜、縮小状態とし
てもよい。あるいは、仮設時及び本設時に関わらず、縮小状態から拡大状態への切替や、
拡大状態から縮小状態への切替が行われてもよい。
【００７７】
　また、中間部材３００ｃは、必ずしも踊り場４００ｃの中央に配置されていなくともよ
く、踊り場部材２０２ｃ及び踊り場部材２０３ｄのいずれかの側に寄るように配置されて
いてもよい。
【００７８】
　また、中間部材３００ｃは、踊り場部材２０２ｃ、中間部材３００ｃ及び踊り場部材２
０３ｄが互いに連結される方向に対して、互いに連結及び分離可能な複数の部材から形成
され、且つ複数の部材が互いに連結される数を任意に変更可能とされていてもよい。例え
ば、踊り場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に介されて互いに連結させられる中
間部材３００ｃの部材の数を変更することにより、踊り場部材２０２ｃから中間部材３０
０ｃを介して踊り場部材２０３ｄまでに至る幅を複数の段階で変更することが可能となる
。
【００７９】
　また、踊り場部材２０２ｃ、中間部材３００ｃ及び踊り場部材２０３ｄが互いに連結さ
れる方向に対して互いに異なる幅を有する複数の中間部材３００ｃが用意され、踊り場部
材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとの間に介されて連結させられる中間部材３００ｃの部
材の幅を変更することによっても、踊り場部材２０２ｃから中間部材３００ｃを介して踊
り場部材２０３ｄまでに至る幅を複数の段階で変更することが可能となる。
【００８０】
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　また、主部材２００ｃにおいて、階段部材２０１ｃの上端と踊り場部材２０２ｃとは、
少なくとも縮小踊り場形成工程及び拡大踊り場形成工程の終了時に一体化されていればよ
く、その他のときには適宜、分離可能にされていてもよい。つまり、昇り階段部材の上端
と一体化しつつ、踊り場の一部を形成する第１踊り場部材とは、あくまでも縮小状態又は
拡大状態の踊り場を形成したときに、昇り階段部材の上端と第１踊り場部材とが一体化し
ていることを意味し、それ以外のときは分離していてもよいことを意味する。
【００８１】
　同様に、主部材２００ｄにおいて、階段部材２０１ｄの下端と踊り場部材２０３ｄとは
、少なくとも縮小踊り場形成工程及び拡大踊り場形成工程の終了時に一体化されていれば
よく、その他のときには適宜、分離可能にされていてもよい。つまり、降り階段部材の下
端と一体化しつつ、踊り場の一部を形成する第２踊り場部材とは、あくあでも縮小状態又
は拡大状態の踊り場を形成したときに、降り階段部材の下端と第２踊り場部材とが一体化
していることを意味し、それ以外のときは分離していてもよいことを意味する。
【００８２】
　また、離隔工程において、踊り場部材２０２ｃのみが外壁１３に近づくように踊り場部
材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとを離隔させる必要は無く、踊り場部材２０２ｃと踊り
場部材２０３ｄとの両方が互いに離隔するように支持桁１２上で移動させてもよい。踊り
場部材２０２ｃと踊り場部材２０３ｄとが互いに離隔する方向も任意である。
【００８３】
　また、本発明は外部鉄骨階段以外にも、内部階段にも適用可能である。また、本発明は
、建物の構造がＲＣ造、Ｓ造及びＳＲＣ造である全ての構造に適用可能である。また、本
発明は、建物の外壁の仕様がＡＬＣ、セメント成形板、断熱パネル及びＲＣである全ての
仕様に適用可能であり、建物の内壁の仕様がＡＬＣ、ＬＧＳ及びボードの全ての仕様に適
用可能である。また、本発明は、建物の内外壁の仕上げの仕様がシール及び塗装等の全て
の仕様に適用可能である。
【符号の説明】
【００８４】
　１０…地盤面、１１…支持柱、１２…支持桁、１３…外壁、１４，１５…出入口、１０
０…階段構造、２００ａ，２００ｂ，２００ｃ，２００ｃ’，２００ｃ’’，２００ｃ’
’’，２００ｄ，２００ｄ’，２００ｄ’’，２００ｄ’’’,２００ｅ，２００ｆ…主
部材、２０１ａ，２０１ｂ，２０１ｃ，２０１ｃ’’，２０１ｄ’’，２０１ｅ，２０１
ｆ…階段部材、２０２ｂ，２０２ｃ，２０２ｄ…踊り場部材、２０３ｃ，２０３ｄ…踊り
場部材、２０４ｂ，２０４ｃ，２０４ｄ…側桁、２０５ｂ，２０５ｃ，２０５ｄ…外枠板
、２０６ｃ，２０６ｄ…外枠板、２０７ｂ，２０７ｃ，２０７ｄ…側桁、２０８ｂ，２０
８ｃ…床板、２０９ｃ，２０９ｄ…床板、２１０ｃ，２１０ｄ，２１１ｃ，２１１ｄ…固
定具、２１２ｃ，２１２ｄ…連結面、２１３ｃ，２１３ｄ…連結面、２１４ｃ，２１４ｄ
…ボルト孔部、２１５ｃ，２１５ｄ…ボルト孔部、２１６ｃ，２１６ｄ…ボルト孔部、２
１７ｃ，２１７ｄ…ボルト孔部、２１８ｂ，２１８ｃ，２１８ｄ…基部、３００ｂ，３０
０ｃ，３００ｃ’，３００ｃ’’，３００ｃ’’’…中間部材、３０１ｂ，３０１ｃ…外
枠板、３０２ｃ…外枠板、３０３ｃ…基部、３０４ｃ…連結面、３０５ｃ…連結面、３０
６ｃ…ボルト孔部、３０７ｃ…ボルト孔部、３０８ｃ…ボルト孔部、３０９ｃ…ボルト孔
部、３１０ｃ…ボルト孔部、４００ａ，４００ｂ，４００ｃ，４００ｃ’’’，４００ｄ
，４００ｅ…踊り場、５００…手摺、５０１…手摺柱、５０１ｘ，５０１ｙ…柱部材、５
０２…手摺柱、６０１，６０２，６０３…ボルト、ｇ，Ｇ…隙間、Ｄ…幅。
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